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令和５年１月末現在の新坂  世帯数 95 戸 人口 177 人（前月比-1） 男性 84 人 女性 93 人（前月比-1） 

「ビーンボウリング」「モルック」で交流しませんか！ 

伍楽荘で行っているボウリング大会の代わりに、今年は振興センターでできるニュー

スポーツ大会を開催します。賞品もありますのでみなさん奮ってご参加ください。    
子どもから高齢の方まで、年齢や体格を問わずどなたでも楽しめるゲーム感覚のスポー

ツ２種目をみんなで一緒に楽しみましょう！ 

○日時：３月５日（日）午後１時３０分から午後３時３０分 〇場所：振興センター 
〇内容：「ビーンボウリング」「モルック」(感染対策を講じてルールをアレンジして行います) 

〇申込：２月２７日（月）までに振興センターへ（☏2-2252） 

※片道 200 円で送迎をご利用できます。ご希望の方はお申し込みください。 
※ほろかポイントを進呈しますので、ほろか/なみかカードをお持ちください。 

 

「ビーンボウリング」 
ミニボウリングの競技のひとつで、

ボールを転がしてピンを回転させて

得点を競います。 
 

「モルック」 

点数を書いたペットボトルをボール
で倒し、先に 50 点ぴったりになった

チームが勝ちです。 

(公式のモルックは木製
ですが、ペットボトルで

手作りしています) 

過去にセンターの行事でしたことがありますがどちらも簡単で楽しいと
好評でした♪ 

女性部「災害時の炊き出しについて」講座へ参加ください 

講座の後には楽しいゲーム「ボッチャ」をします♪男女問わず大勢ご参加ください。 

○日時：３月１５日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 〇場所：振興センター 

〇内容：・「災害時の炊き出しについて」講座（炊き出し実習は行いません） 
    （講師）広島県自主防災アドバイザー 

   ・「ボッチャ体験」(感染対策を講じてルールを独自にアレンジして行います) 

〇申込：３月８日（水）までに振興センターへ（☏2-2252） 
※片道 200 円で送迎をご利用できます。ご希望の方はお申し込みください。 

※ほろかポイントを進呈しますので、ほろか/なみかカードをお持ちください。 
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福寿草が芽を出しました   ねこやなぎ 

第４回役員会を開催しました 
２月１３日（月）第４回役員会を行いました。主な議題は専門部再編、役員体制の変更、

それに伴う規約改正などについてでした。人口減少、高齢化が進むなか、役員の選出が

年々難しくなってきていることから、専門部を統合し、役員体制を変更する案について
協議しました。令和５年度の総会で提案いたします。 

 

地域内に防犯カメラを設置しています！！ 
新たな事業として、地域住民が安心・安全に暮らしていくために新坂地

域内に防犯カメラを設置しました。不法投棄などの犯罪の抑止と見守りを
目的としています。２月１日に看板の設置も完了したのでお知らせします。 

 

離れて暮らしているご家族に振興区だよりをお届けしませんか 
新坂地域の出身者の方へ振興区だより「しんさか」をお届けし、新坂自治振興

区やイベント情報を知っていただき「ふるさとへ帰って住みたい」とＵターンの

後押しになるような活動を行っています。 
遠く離れて暮らしているご家族に「振興区便りを送ろうか！」と声をかけ

てみて頂けませんか。 

また、新坂出身者の方で振興区便りを見てみたいという方をご存知あり
ませんか？ご存知の方は、振興センターへお知らせください。 

1 人でも多くの方にお届けしたいと思いますのでご協力をお願いします。 

郵送・メール配信のどちらも対応いたします。現在、1名の方にお届けしています。 

 

春季全国火災予防運動がはじまります【３月１日（水）～３月７日（火）】 
４つの習慣 
①寝たばこは絶対にしない、させない。 
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。 
③こんろを使うときは火のそばを離れない。 
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。 
６つの対策 
①ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。 
②住宅用火災警報機を定期的に点検し、１０年を目安に交換する。 
③火災の拡大を防ぐために部屋を整理整頓し、寝具衣類カーテンは防炎品を使用する。 
④火災を小さいうちに消すために消火器等を設置し、使い方を確認しておく。 
⑤お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。 
⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。 
 

 

＜投稿写真のご紹介＞ 

２月１５日（水） 

三坂地域の方から 

春の訪れを告げる花の 
写真が届きました♪ 

空気が乾燥し火災の発生
しやすい時期を迎えます。 

いのちを守る１０のポイ
ントに気を付けて過ごしま
しょう。 


